
     

■ 発 行 

東谷地区まちづくり協議会 

■ 編 集 

まちづくり協議会広報部会 

責任者 蜷川昭代 

■ 所在地 

小倉南区木下704-1 

東谷市民センター内 

問 い 合 わ せ 

  

東谷市民センター  

TEL/FAX 093-451-0217 

 平日・土曜 9:00～17:00 
http://higashitanikoho.sakura.ne.jp/ 
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(月曜日) 

裏面もご覧ください 

   渡邊 博子 さん 作 

 

15
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
）

17
日
（
水
）
サ
ロ
ン
ば
ん
ざ
い
（
木
下
） 

19
日
（
金
）
高
齢
者
サ
ロ
ン 

 
 
 
 
 
 

「
デ
ィ
ス
コ
ン
」 

21
日
（
日
）
東
創
杯
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会 

22
日
（
月
）
ひ
な
た
カ
フ
ェ 

          

稲
穂
サ
ロ
ン 

 
 
 
 
 

わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

24
日
（
水
）
市
民
講
座 

東
谷
シ
ネ
マ 

 
 
 
 
 

「
ウ
イ
ニ
ン
グ
・
パ
ス
」 

25
日
（
木
）
ニ
コ
ニ
コ
会
（
呼
野
） 

29
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

1
日
（
水
）
サ
ロ
ン
ば
ん
ざ
い
（
木
下
） 

3
日
（
金
）
ふ
れ
あ
い
昼
食
会 

 
 
 
 

4
日
（
土
）
セ
ン
タ
ー
草
刈
り 

6
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

7
日
（
火
）
市
民
講
座 

東
谷
シ
ネ
マ 

 
 
 
 
 

「
美
女
と
野
獣
」 

8
日
（
水
）
集
団
検
診 

          

い
ち
ま
る
カ
フ
ェ
（
市
丸
） 

11
日
（
土
）
健
康
講
話
「
薬
剤
師
の
話
」 

 
 
 
 
 

わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

13
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

6
月 

絵手紙教室 東谷市民センター和室 
7月24日【金】10時～お気軽にどうぞ 

7
月 6月の絵手紙 

 

「
新
道
寺
南
町
内
会
会
長
と

し
て
四
年
間
皆
様
に
ご
協
力
を

頂
き
何
と
か
任
務
を
追
行
で
き

ま
し
た
事
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
退
任
へ
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
次
期
町
内
会
長
は
じ
め

各
役
員
も
無
事
に
決
ま
り
若
い

世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
出
来

ま
し
て
安
堵
し
て
い
ま
す
。
」

と
、
前
回
の
退
任
の
際
に
申
し

上
げ
た
の
で
す
が
、
今
年
度
、

再
び
町
内
会
長
を
引
き
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
山
下
明
博

で
す
。 

 

ど
こ
の
町
内
で
も
抱
え
ら
れ

て
お
ら
れ
る
少
子
高
齢
化
に
よ

る
「
人
手
不
足
」
が
最
大
の
問

題
、
各
家
庭
の
様
々
の
事
情
も

あ
っ
て
今
後
の
町
内
会
の
運
営

維
持
も
で
す
が
、
新
道
寺
南
町

内
を
取
り
巻
く
様
々
な
問
題
と

向
き
合
い
な
が
ら
何
と
か
皆
で

出
来
る
範
囲
で
改
革
し
な
が
ら

対
処
し
、
維
持
し
て
い
く
し
か

な
い
よ
う
に
思
っ
て
ま
す
。 

 

前
回
の
町
内
会
長
就
任
時
に

小
学
生
だ
っ
た
孫
も
こ
の
春
か

ら
東
谷
中
学
校
の
新
一
年
生
、

生
ま
れ
た
ば
か
り
だ
っ
た
孫
も

保
育
園
の
年
中
さ
ん
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
孫
た
ち

の
同
級
生
も
私
た
ち
の
子
ど
も

の
頃
に
比
べ
人
数
も
ぐ
ん
と
少

な
く
な
り
ま
し
た
。
北
九
州
市

の
抱
え
る
人
口
の
減
少
、
こ
の

東
谷
で
も
人
口
の
減
少
が
み
ら

 

井手浦町内会 
会 長 

松山 君久 

新道寺南町内会 
会 長 

山下 明博 

今
年
度
よ
り
井
手
浦
町
内

会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
松

山
君
久
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

井
手
浦
町
内
は
、
世
帯
数

45
戸
で
、
少
子
高
齢
化
に
よ

り
住
民
数
は
減
少
傾
向
で

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
町
内
会
の
運
営
は
厳
し

い
状
況
で
す
が
、
２
ヶ
年
任

期
満
了
ま
で
、
地
区
内
外
の

皆
様
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら

務
め
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
今
年
は
井
手
浦
町

内
会
が
東
大
野
神
社
の
秋
季

例
大
祭
の
当
前
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
祭
り
を
盛
り
上
げ

る
た
め
に
は
各
町
内
の
皆
様

の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
多

く
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 
 

れ
、
空
き
家
も
増
え
る
ば
か
り

で
、
抱
え
る
課
題
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。 

 

せ
っ
か
く
縁
が
あ
っ
て
私
の

選
ん
だ
居
場
所
だ
か
ら
、
と
て

も
居
心
地
の
良
い
馴
染
ん
だ
土

地
な
の
で
こ
れ
か
ら
も
寛
容
に

時
を
共
に
過
ご
し
て
ゆ
き
た
い

で
す
。 

 

非
力
で
は
あ
り
ま
す
が
今
後

と
も
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
歩

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。  

昨年４月より北九州市小倉南消防団

第９分団の分団長に就任した井手浦町

内の蜷川新です。日頃より消防団活動

へご理解ご協力いただいている皆さま

に、心より感謝申し上げます。 

消防団の活動には、火災や水害等の災害時の出動、イベント開催時の花火警戒や雑

踏警備、小倉南消防署三谷分署との署団合同訓練や火災を想定したポンプ操法訓練

等があります。 

 東谷地区には第９分団と第１０分団の二つの分団があり、両分団で地域の安全・安心

を守るための活動をしています。 

小倉南区内には１４の分団があり、今年の５月１７日に開催された北九州市消防ポン

プ操法大会に小倉南消防団を代表して第９分団が出場し、見事優勝しました。この大会

に向け、昨年の８月より訓練を開始し、選手をはじめ他の団員も協力して大会当日まで

訓練を重ねてきました。また、この間小倉南消防署の指導者や常備の方々、団本部・他

分団の方々、分団ＯＢ等多くの皆さんに応援してもらい、最高の結果となりました。小

倉南消防団としての優勝は１４年ぶりで、第9分団としましては２７年ぶりの優勝となり

ました。この訓練を糧に今後の災害活動に活かしていきたいと思います。 

現在、第９分団の団員数は３０名程度で、木下・石原町・新道寺一・新道寺南・母原・井

手浦町内のメンバーで構成されています。定員は３６名ですので、消防団に興味のある

方は是非入団をお願いします。 

 今後も訓練や連携を大切にしながら、東谷地区の安全・安心を守るために尽力します

ので、ご指導ご協力よろしくお願いいたします。  
小倉南消防団 
第9分団分団長 蜷川 新 

指揮者：前田 陽平 

１番員：山内 陽介 

２番員：古田 賢典（優秀選手賞) 

３番員：奥村 英二郎（優秀選手賞) 

４番員：濱田 俊杜 

補助員：増田 眞 

梅
雨
に
突
入
！ 

防
災
情
報
を
確
認
し
、 

も
し
も
の
時
は
早
め
に
避
難
を
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 こんにちは。 

 健康講話で年に1回お会いしています、ひら

かわ薬局薬剤師の平川です。今年度は早めの7

月担当となりました。よろしくお願いします。 

 今回は「薬を飲むとき、使うときの注意は」

というタイトルでお話しようと思っています。 

 薬を服用する時に必ずしも水で服用されてな

いこともあると思います。何がだめなの？どう

してダメなの？その他、この薬大きくて飲みに

健康づくり部会 
薬剤師 
平川 剛 

くいから割って飲みたいのよねとか、くすり飲んだらのどに違

和感があるんだけどなど、せっかく薬を飲むならきちんと効果

が出るような飲み方をしたいですよね。効き目が出なければ飲

んだ意味がないですから、一緒にいろいろと考えていきましょ

う。 

 そして、余った時間で質疑応答や6月から改訂された医療制

度などの色々なことをお話してみたいと思ってます。 

 それでは、7月11日市民センターでお待ちしています。  

東谷郷土資料館委員    西田 順一 

 令和８年度、東谷歴史講座の第一回目は昨年行った溝口連氏の郷

土歴史作品、「企救一揆」にゆかりのある新道寺一町内の日尾の周辺

を一揆に因む場所を５月１６日（土）に散策しました。まだ５月の中旬

だったので暑さの心配はないかと思っていましたが予想以上に暑

く、参加者の方の体調が気になりましたが、無事終えることができま

した。途中、企救一揆に直接関係はないのですが、「二市一郡新四国

霊場」のお堂がコース上に４か所あったので拝観しました。特に日尾

の薬師堂と呼ばれる２２番札所は普段は施錠されており内部は拝観

できないのですが、町内会長さんが特別に開場していただき一同で

拝観でき感謝申し上げます。今回の企画にあたっては市坪新道寺一

公民館長さんに大変お世話になりました。ありがとうございます。 

 参加者の方から途中新四国霊場について質問等もあったので、各

町内の二市一郡新四国霊場のお堂について解説したいと思います。

次回は母原の新四国霊場を紹介いたします。日時は、６月20日（土）

１４時～１５時３０分、東谷市民センター２Ｆ第一集会室で、参加希望の

方は０９０－８６０４－４５４４西田までｔｅｌもしくはショートメッセージ

で申し込みください。  

２２番札所日尾の薬師堂 

東谷大師講本部  丸山観音堂  

東谷婦人会 
会 長 

下澤 徹子 

新
道
寺
小
学
校 

東谷中学校 

市丸小学校 

 このたび、東谷婦人会会長を務めさせていた

だくことになりました下澤徹子と申します。こ

れまで一町内の活動には関わってまいりました

が、地区全体に関わる役をお引き受けすること

となり、改めて「地域とのつながりやまちづく

り」の大切さを感じております。 

 東谷地区では日頃から地域の皆様が支えあ

い、声を掛け合いながら温かなまちづくりを続

けて来られました。婦人会もその一員として、

地域行事への参加や交流会活動を通し、人と人

とのつながりを深める役割を担っていると思っております。 

 近年は、生活環境の変化もあり、地域で顔を合わせる機会が少

なくなっていると言われます。しかし、だからこそ安心して暮ら

せるまちづくりには、地域のつながりや助け合いがこれまで以上

に大切になってくると思います。 

 私自身、人と関わる事が好きで、高齢者サロンなどの活動にも

携わっております。これからも、皆さんが気軽に参加でき、笑顔

になれるような活動を通じて、地域に寄り添ったまちづくりにつ

なげていきたいと思っております。 

 まだまだ不慣れではございますが、役員一同、地域の皆様の力

をお借りしながら、東谷地区を盛り上げ、より良いまちづくりの

ために努めてまいります。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

７８番寺崎地蔵堂  

5/17 

5/29 

5/23 

約１０年ぶりに 

  校歌おどりが復活！ 

選抜選手による集団行動では、

８０周年にちなんだ人文字も披

露されました。 

場所： 東谷市民センター講堂  

市民講座 

健康づくり部会 共催 
～薬剤師による健康講話～ 

講師 ： 薬剤師  平川 剛 氏 

１３：３０～受付  

雲一つない青空の下、市丸小学校

で運動会が行われました。全校児

童42名ですが、力いっぱい走り、

素晴らしい演技を披露してくれま

した。 

5/17 

保護者や地域の方

も一緒に Let’ｓ 

フォークダンス！ 

校歌おどりには、卒業生も大勢

参加し、盛り上がりました。 

地域の方が届けて

くれたウコンの花 

環
境
部
会
の
方
が
設
置
し

て
く
れ
た
七
夕
飾
り 

環
境
部
会
長 

 
 

島
田 

俊
春 

氏 


